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【松坂城跡に足をのばして ・ ・ ・ 】

【冬への階】

こうふうぎょか   しゅうみん  たい

    　  

　　     楓橋夜泊　　　　　　　　　　　                 張継

　みなさんは松坂城跡へ行ったことはありますか。晴れた日にお城の高い部分に登ると松阪市街が

一望でき、海まで見渡すことができてとてもきれいですよ。松坂城は今から４２５年前、天正１６年

（１５８８年）に蒲生氏郷がつくったお城です。お城の中心部に向かう道を歩く時には、周りをよく

見てください。そこには攻めてきた敵を迎え撃つための工夫がいっぱい。道は曲がりくねっていて、

迷いそうな複雑なつくりだし、大人数で押し寄せた敵を足止めして、上から鉄砲で狙う場所があった

り・・・。今考えるとちょっと怖いような仕掛けがたくさんあるのが、お城のおもしろいところでも

あります。今、松坂城跡に行くととてもきれいな風景に出会えるのですが、築城当時はいつ敵が攻め

てくるか分からない物騒な時代・・・。様々な仕掛けがあるのもうなづけますね。また急いでお城を

つくるために、多くの石をかき集めたようなのですが、驚くことに天守跡にはどこかの古墳から運ん

できたと思われる石棺（石のひつぎ）までもが・・・。ひとつひとつ人の手で積み上げられた石垣を

見ていると、当時の人々の思いが伝わってきます。みなさんも秋の一時、松坂城跡へ行かれてはいか

がでしょうか。

　また文化財センターでは特別展「城・城下町のくらし～その成り立ちにせまる～」　【１２月 1 日（日）

まで】を開催しています。中世から近世にかけて、城や町がどのように移り変わっていくかその過程

を知り、それぞれの人々の暮らしぶりを見ていきます。お城に行かれたあと、こちらにもぜひお越し

ください。（担当）

松坂城跡へ行って、

お城の仕掛けを探し

てみよう！！

ふうきょうやはく　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　                                  ちょうけい

こ そじょうがい   かんざんじ

やはん  しょうせい   かくせん   いた　　

　さむさが夜空にみちわたり、霜のけはいがいっそう強くかんじられる季節になりました。こよみの上では「霜降」

｢立冬｣「小雪」と冬への階段をのぼりはじめるころです。こがらし 1 号のたよりが聞かれるのもこの季節ならで
はのことです。

                                                          
 　
　

　ご案内のとおり、文化財センターで開催中の特別展「城・城下町のくらし」は、開始以来、おかげさまで来館者

数が 2 週間で 500 人をこえるなど、多くの皆さまでにぎわっています。そして今月 10 日（日）には、亀山市

歴史博物館長　亀山隆さんによる「殿様何してた？発掘調査からうかがう御殿の日常」の講演会【13：30 ～

15：00】があります。この機会も又、おみのがしなさいませんよう。

張継　　　中唐 (766 ～ 835）時代の詩人
（所長）

　 

月落ち　烏啼いて　霜　天に滿つ

江楓漁火　愁眠に對す

姑蘇城外　寒山寺

夜半の鐘聲　客船に到る

＜月はしずみカラスが鳴いて、霜のけはいが夜空にみちている。川岸のかえ

でやいさり火が旅のうれいに寝つかれないでいる目にうつる。すると、姑蘇

城外の寒山寺から夜半を告げる鐘の音が、この船にまできこえてきた。＞

つき お       からすな           しも　　てん　　み

文化財センター　はにわ館 ＆ ギャラリー文化財センター　はにわ館 ＆ ギャラリー 11 月11 月の催し物予定の催し物予定

11 月の休館日は、5 日（火）、11 日（月）、18 日（月）、25 日（月）です。

開館時間は 9 時～ 17 時です（入館は 16 時 30 分まで）。

【はにわ館】　　入館料 100 円（18 歳以下無料）【はにわ館】　　入館料 100 円（18 歳以下無料）

第 1 展示室   

第２展示室

第 3Ｇ　　　■講演会「殿様何してた？～発掘調査からうかがう御殿の日常」

　　　　　　　11/10( 日 )13:30 ～ 15:00 入場無料 事前予約不要　講師：亀山市歴史博物館館長　亀山　隆さん

【ギャラリー】入場無料【ギャラリー】入場無料

第 1･2･3Ｇ  ■第 54 回松阪市美術展覧会 第 2 部（写真、書道） 10/26（土）～ 11/4（月・祝） ※最終日は 15：00 まで

第 1･2･3Ｇ  ■MOA 美術館「松阪児童作品展」　11/9（土）～ 11/10( 日） ※毎日 10:00 ～ 16:00、最終日は 15:00 まで　

第 1･2･3Ｇ  ■第 9 回いけばな青雅流展 11/16（土）～ 11/17（日） ※毎日 10:00 から、最終日は 16:00 まで

第 1Ｇ　　　■天地の恵み会～第 16 回小学生川の詩と絵公募展～ 11/20（水）～ 11/27( 水） 

第 2Ｇ　　　■第 42 回 全日写連松阪支部写真展 11/22( 金 ) ～ 11/24( 日 )※毎日 10:00 から、 最終日は 16:00 まで

第 3Ｇ　　　■松阪美術協会「郷土を描く展」　11/24( 日 ) ～ 12/1( 日 ) ※最終日は 16:00 まで

第 1Ｇ　　　■池坊松阪支部創立 65 周年記念花展 11/30( 土 ) ～ 12/1( 日 ) ※最終日は 15:00 まで

第 2Ｇ　　　■森川久写真展「疾風の記憶 6/10」 11/30( 土 ) ～ 12/1( 日 ) ※毎日 16:30 まで 最終日は 16:00 までト

　　　　　  

【発行】 松阪市文化財センター　【電話】 0598-26-7330　【サイト】 http://www.city.matsusaka.mie.jp/

■常設展「宝塚古墳の謎」

■特別展「城・城下町のくらし～その成り立ちにせまる」　10/5（土）～ 12/1（日）

迫力の石垣です。

がもう うじさと　　　　　

せっかん　　　　

きざはし

こがらし

     凩や海に夕日を吹き落す　　　　　　夏目漱石
（こがらしが猛烈ないきおいで吹きあれている。それは、西にかたむいた冬の夕日を海に吹き落とすかとおもわれるほどである。

吹きすさぶ「凩」のすさまじさを雄大なけしきの中によんでいます。）

たがねで石を割ったあと。

曲がりくねった道。

石棺です。天守跡にあります。 文化財センターで開催中です！


